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1 ．はじめに
『新キリスト教保育指針』₁︶ によれば，キリスト教保育とは「子ども一人ひとりが神によっていの
ちを与えられたものとして，イエス・キリストを通して示される神の愛と恵みのもとで育てられ，今
の時を喜びと感謝をもって生き，そのことによって生涯にわたる生き方の基礎を培い，共に生きる
社会と世界をつくる自律的な人間として育つために，保育者が，イエス・キリストとの交わりに支
えられて共に行う意図的，継続的，反省的な働き」である．キリスト教保育の歴史は古く，日本に
おいては明治以降に歩みを見ることができる．そのキリスト教保育の主な役割を担ってきたのはク
リスチャンであった．しかしながら，現代ではキリスト教保育に共感するノンクリスチャンの保育
者も多い．深谷₂︶ によると，キリスト教保育の現場ではノンクリスチャンの保育者は ₄人中 ₃人に
上り，キリスト教保育を目指すクリスチャンは年々減少傾向にあることを言及している．
本学科は，「キリスト教主義にもとづく人間教育の理念を基礎」をその教育の根底に掲げ，来年で
創設₁₀周年を迎える，キリスト教保育をうたった保育者養成校である．しかしその歴史は古く，そ
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の起源は₁₈₉₅年にさかのぼる．もともと本学はキリスト教主義の女子教育を掲げ，₁₈₈₆年広島女学
会として創立した．₃年後の₁₈₈₉年に現在校母と呼ばれているN.B.ゲーンスが校長に就任し，₁₈₉₂
年に幼稚園を開設，₃年後の₁₈₉₅年に保姆養成科を発足させた．保姆養成科では₁₉₀₁年来日のマコー
レー，₁₉₀₄年来日のクックら，アメリカ合衆国で幼稚園教員養成を受けて来日した教員によって最
新の指導が行われた．ところが₁₉₂₁年，保姆師範科注₁︶ は米国南メソジスト教会の意向を受けて大
阪のランバス女学院に移転し，広島における保育者養成校としての働きは一度幕が閉じられた．そ
して₂₀₀₆年 ₄月，広島女学院創立₁₂₀周年を機に，幼児教育心理学科として再びその幕が開かれ，保
育者養成校としてスタートをきったのである．
本学科の人材養成と教育や研究の目的は，「キリスト教主義にもとづく人間教育の理念を基礎とし
ながら，幼児期・児童期における子どもの人格形成を真に支援していくことのできる人材を育成」₃︶

することであり，この事柄は大学案内やホームページなどにも記載され，広く公にされている．こ
のように，キリスト教主義にもとづく人間教育を行う中で，キリスト教保育が神を通して子ども一
人ひとりに向ける受容のまなざし，祈りをもって保育が行われることについても折に触れて教育を
行っている．前述のとおり，クリスチャンではなくともキリスト教保育に共感を覚える優れた保育
士が育成されるのであれば，「キリスト教主義に基づく教育」の中で，学生が「キリスト教保育」を
いかに学び，何を得て卒業していくのかということについて省みる必要があろう．
学科創設₁₀年を迎えようとしている今，本論では本学科の学生たちに，キリスト教主義教育及び
キリスト教保育の精神がどのように受け入れられ，「幼児期・児童期における子どもの人格形成を真
に支援していくことのできる人材」としてキリスト教保育を生かそうとしているのかについて，質
問紙調査から学生の意識を明らかにし，今後の教育の課題と展望に向けた一考察としたい．

2 ．研究方法
広島女学院大学人間生活学部幼児教育心理学科に在籍する ₄年生₈₅名に対して，本学在学生のキ
リスト教及びキリスト教保育に対する意識調査を行った．アンケートによる質問事項は，「出身校に
ついて（公私の別，信教別）」，「卒業後の進路について（取得見込免許， ₄月以降の就職先）」，「本
学でのキリスト教主義教育の学びについて（入学前キリスト教主義学校認知度，在学中のキリスト
教精神に触れた機会，キリスト教を学ぶ頻度）」，「本学のキリスト教主義保育の学びについて（入学
前の期待，在学中のキリスト教保育を学ぶ機会，キリスト教保育を学ぶ頻度）」，「就職の希望（キリ
スト教主義の園への就職希望，希望する条件）」，「キリスト教保育について（キリスト教保育と保育
者の資質，キリスト教保育と他の園との違い）」，「その他（宗教に対する関心，キリスト教主義の園
に対する就職意識，自由記述）」等である．調査期間は₂₀₁₅年₁₂月₁₅日から₂₁日までの ₁週間である．
その期間中₆₉名の回答を得ることができ，回収率は₈₁％であった．本研究は個人の信条に関わる調
査を行うことから無記名とし，回答を行いたくない場合は記入しなくてよいことを質問紙に明記し
た．また，個人名が特定されることがないよう，回収・分析にも配慮を行っている．

3 ．調査結果・考察
（ 1）研究対象者について

回答を得た本学科 ₄年生の出身校は₇₁.₀％が公立高校出身，₂₆.₁％が私立高校出身である．私立
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高校のうち，宗教とは関係のない高校出身者が₇₉.₇％，キリスト教系が₈.₇％，仏教系₁.₄％，「わか
らない」および「欠損」が₈.₇％であった．また，自身の信仰については「信仰を持っている」が
₂.₉％，「信仰は持っていない」が₉₂.₇％であったが，うち₁₅.₉％は「信仰は持っていないが宗教に
関心がある」と回答し，宗教に対して肯定的に捉えている学生は₁₈.₈％であった．
₂₀₁₄年 ₆ 月に内閣府が発表した「平成₂₅年度 我が国と諸外国の若者注₂︶ の意識に関する調査」₄︶ に
よると，「日本の若者に，宗教が日々の暮らしのなかで心の支えや態度・行動のよりどころになると
思うか」という問いに「そう思う」と回答した若者は，「そう思う」₃.₅％，「どちらかといえばそう
思う」₁₄.₉％，若者の約₁₈.₄％が宗教を肯定的にとらえていることがわかる．設問事項と年齢層に
違いがあるものの，宗教を肯定的に捉えているという点において，本学で ₄年間キリスト教主義教
育を受けてきた学生たちのもつ宗教に対する意識は概ね全国的に平均的であると言える．
（ 2）本学における学びについて

本学は₁₈₈₆年にアメリカ帰りの砂本貞吉牧師により，W.R.ランバス宣教師らの援助で創立された
学校である．大学としては広島県内の女子大学として最も古い歴史を持っており，県内唯一のプロ
テスタント主義大学である．アンケート調査の結果，学生の₈₇.₀％が，入学前から本学がキリスト
教主義大学であることを知っていたことからも，本学がキリスト教主義大学であるという社会的認
知度が高いことがわかる．ところが，本学入学時のキリスト教保育に関する学びについての期待度
は図 ₁のとおり「期待していた」が₇.₂％と低い．本学科がキリスト教保育について学べる学科であ
るという入学時の認知度は，今回の調査では不明である．しかしながら，入学時にキリスト教保育
に関する学びをほとんど経験していない高校生にとって，本学のキリスト教保育に関する学びが保
育者・教育者になるための資質向上の機会として，期待をもって入学してもらえるような教育成果
の情報発信を行っていく必要があるであろう．

次に， ₄年間の学びを経て感じる「学びの満足度」について尋ねたところ，本学における「キリ
スト教に関する学びの満足度」は₅₀.₇％の学生が「十分である」と答え，「十分と感じない」と回答
したのは₅.₈％であった．また「キリスト教保育に関する学びの満足度」は，₅₀.₇％が「十分であ
る」と答え，₂.₉％が「十分と感じない」と回答した．この結果からは，キリスト教主義教育やキリ
スト教保育に期待せずに入学したが，卒業時には約半数が「十分である」と捉えていることがわか
る．この結果について，「十分である」という言葉に内包される意図を探る目的で「卒業後の進路・
就職状況」という視点からさらに分析を重ねた．「キリスト教に関する学びの満足度」「キリスト教
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いなかった
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図 1　本学のキリスト教保育に関する学びへの期待（入学時）
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保育に関する学びの満足度」の学生の内，「卒業後の進路・就職状況」が「幼稚園・保育所・認定こ
ども園」である「幼児教育系（n＝₄₈）」と「小学校・施設（保育所以外）・一般企業・就職準備」で
ある「幼児教育系以外（n＝₂₇）」とに群分けした結果を図 ₂に示す．その結果，「キリスト教に関
する学びの満足度」「キリスト教保育に関する学びの満足度」の ₂項目ともに，就職先が「幼児教育
系以外」の学生の中に学ぶ機会が「十分と感じない」学生がいないことや，「幼児教育系」に就職す
る学生の方が学びが「十分である」と答えた割合が低いことから，就職先が「幼児教育系」の学生
は「幼児教育系以外」の学生と比較すると，学びが「十分でない」「どちらともいえない」と答える
傾向が示された．今回の調査では対象人数が少なかったこともあり，統計的に有意な差はみられな
かったが，「幼児教育系」に就職する学生の中にはキリスト教・キリスト教保育を十分に学べなかっ
たと感じる学生もおり，キリスト教保育について，さらに学びたいという意欲があったことが推察
される．本学科において取得できる資格・免許や就職先の多様さを振り返った際，キリスト教の精
神やキリスト教保育について ₄年間で誰もが同じ内容を同じだけの時間学べるカリキュラムではな
く，基本的なキリスト教保育の理念や意義について教育しつつも，より必要性を感じる学生に対し
て段階的に内容・量・時間的なニーズを満たすような教育機会の提供が望まれる．

加えて，学生が ₄年間在籍した中で，「キリスト教やキリスト教保育の精神について学んだ機会」
についてまとめたものが図 ₄である．結果から，「キリスト教やキリスト教保育の精神について学ん
だ機会」はいずれもいわゆるチャペルの時間である「キリスト教の時間」が第 ₁に，次いで「キリ
スト教に関する授業」が第 ₁に挙げられている．「キリスト教の精神に触れることができた機会」と
「キリスト教保育の精神に触れることができた機会」を比較すると，「キリスト教保育の精神に触れ
ることができた機会」は「キリスト教の精神に触れることができた機会」に比べ，学科独自の授業
や保育・教育に関する授業，または実習などで該当者の割合が増加する傾向がある．キリスト教保
育に対する意見を書く自由記述欄には，「授業では受け身で聞くだけという感じだったので，ゲーン
ス幼稚園注₃︶ で見学する際にキリスト教保育ならではのお祈りをしている様子も見学するなどした
方が良いと感じた」，「キリスト教保育を学ぶために，授業や実習でキリスト教保育をしている幼稚
園や保育園に行き観察をする機会をもっと増やせば理解が深まると思った」などの要望も見られた．
このことから，よりキリスト教保育について学びたいと感じている学生は，机上での学びにおいて
知識を深めるだけでなく，保育・教育に関する授業や実習において，体験的にキリスト教保育につ
いて学びたいという欲求があることが明らかとなった．保育という行為について，ドナルド・ショー

図 2　就職先とキリスト教満足度
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図 3　就職先とキリスト教保育満足度
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ン₅︶ は「反省的実践家」と述べ，津守₆︶ は，「実践しつつ考え，考えつつ保育する」と捉えているよ
うに，本学のキリスト教保育についてもまた，今後，知識・理解と実践的な学びとを相互に補完し
ながら教育ができる機会が求められている．
（ 3）キリスト教保育を実践する園への就職希望からみる「共感」と「課題」について

就職に対する希望条件が整っていると仮定したうえで，キリスト教保育を実践する保育所・幼稚
園・認定こども園に就職するか否かという質問に対して，図 ₅のような結果が得られた．冒頭でも
述べたように，現在は多くのノンクリスチャンである保育士がキリスト教保育に共感しながら保育
を実践していることを考えれば，仮定の条件づけに対して「就職したい」と回答した₇₁.₀％（n＝
₄₉）の学生にとっては，たとえ実際には卒業後すぐにキリスト教保育を実践する園に就職しないと
しても，今後の人生において，キリスト教保育を実践する園に就職する可能性も十分に考えられる．
そこで，キリスト教保育での学びが保育者としての資質に与える影響について検討するために就職
を希望すると答えた学生を抽出すると，図 ₆からも分かるように，その内₄₀.₈％（n＝₂₀）の学生
がキリスト教の学びを共感的にとらえており，逆に₁₄.₃％（n＝ ₇）の学生はキリスト教保育を共
感的にとらえていないことが分かる．さらに，希望条件が整っていたとしても，キリスト教保育の
実践現場に就職しないと回答した学生（n＝₂₀，のべ₂₃件）がその理由として挙げたものが図 ₇で
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図 4　キリスト教及びキリスト教保育に触れることができた機会（人）

図 ₅ キリスト教保育を行う実践現場から就職
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ある．「就職しない」と答えた学生にとって，「キリスト教保育に関する知識不足」，「宗教的行為に
関与する自信のなさ（讃美歌・礼拝等）」の項目については，大学での教育内容によっては克服でき
る可能性がある項目であり，改善の余地が示された．
（ 4）キリスト教保育への理解について

学生が本学科に ₄年間の在学する中で，どのようなことを感じ，学んだのかということの一端を
明らかにするために，まず，キリスト教保育を実践する園とそれ以外の園について感じる差異につ
いて尋ねた（図 ₈・ ₉）．その結果，₄₆.₄％の学生がキリスト教保育を実践する園とそれ以外の園に
ついて「違いがあると感じる」と答えているが（図 ₈），「違いがある」と答えた学生が具体的にど
のような違いを感じたかについて分析を行うと（図 ₉），キリスト教保育を実践する園はそれ以外の
園と比べて，実際に保育の中で何を教育するかという「教育内容」や，形として表れにくい子ども
や保育者の意識・無意識レベルの言動として表れる「園の雰囲気」が上位を占めている．

図 ₇　キリスト教保育の実践現場へ就職を希望しない理由
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またアンケートの自由記述欄には，「キリスト教保育は“あなたはあなたのままでよい”という一
人ひとりを大切にする考えが強いと思います．幼少期にあなたのままでよいと肯定されることはと
ても大切だと私は思います．」，「子どもを平等に愛する心に共感します．広島女学院大学の授業の中
でキリスト教に対する知識を得ることができてよかったと思います．」，「他者を大切にする“隣人
愛”の精神は人生においてとても大切であると思う．それを子どもにも教えたい．」というような，

図 ₈　キリスト教保育の実践現場とそれ
以外の園との違い
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図 ₉　キリスト教保育の実践現場とそれ
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キリスト教主義大学に在籍する学生のキリスト教保育に対する意識調査

キリスト教保育の「一人ひとりを大切にする考え方」や他者を大切に思う「隣人愛」に共感する記
述が目立った．他にも「実習の際に，お昼ご飯を食べるとき，お祈りをしていたが，食べ物や人々
に感謝できる機会が得られるので良いと思った」というような，祈願にとどまらない，感謝や他者
のために祈るキリスト教の祈りに共感を覚えた学生も複数名存在した．これは『新キリスト教保育
指針』₁︶にも記されている事柄であり，ノンクリスチャンであってもキリスト教保育の考え方に対す
る理解が得られた部分である．しかしそのためには，保育者自身も愛され，受け入れられていると
いう経験が必要であり，水田ら₇︶ が述べるように，見えない将来への希望，すなわち保育者自身が
未来に希望をもって保育に携わることも重要であろう．
このように図 ₉の結果や自由記述を総合的に勘案すると，本学科の学生は，キリスト教保育とは，

保育者が子どもや家庭に対してキリスト教の精神に基づいた隣人愛・受容的態度・個の尊重などを
特徴とする保育実践と捉える傾向にあることが推察される．しかし神と保育者との交わりという観
点からキリスト教保育を理解しようとする姿は，自由記述の中には見当たらず，また日常の学生の
言動からもあまり感じられない．クリスチャンであるキリスト教保育の実践者であれば，自然な形
で，保育者自身も神に愛され，受け入れられていると感じ，このことが未来に希望をもった保育に
つながるであろう．しかし，多くのノンクリスチャンの学生にとって，キリスト教保育が神と保育
者との交わりによって成立するということは共感しにくい部分といえるのではないか．

4 ．まとめ
これまで，キリスト教主義の保育者養成校として，本学科におけるキリスト教保育に対する取り
組みや学びを顧みる機会がなかったため，創立₁₀周年を前に成果と課題を見出したいとの思いから，
今回の意識調査アンケート実施へといたった．今回の意識調査を通して， ₄年間の「キリスト教主
義に基づく教育」を通して，学生たちがいかにキリスト教保育について学び，あるいは理解し，何
を身につけて今後の人生や働きに生かそうと考えているのかについて，一部ではあるが示すことが
できた．また，その結果から，今後本学科の学生がより良いキリスト教保育の学びを行うために教
員が改善できることについて考察した．
まず ₁点目に，将来の職業選択，就職希望，取得する資格免許等によって，キリスト教保育の学
びに対する意欲に差がある傾向があることから，基本的なキリスト教保育の理念や意義について教
育しつつも，より必要性を感じる学生に対して段階的に内容・量・時間的なニーズを満たすような
教育機会の提供が望まれた．また ₂点目に，よりキリスト教保育について学びたいと感じている学
生は，保育・教育に関する授業や実習において，体験的にキリスト教保育について学びたいという
欲求があることから，理論と実践を相互に補完しながら学ぶ教育内容へ改善する必要がある． ₃点
目に，キリスト教保育を実践する園への就職について，「キリスト教保育に関する知識不足」や「宗
教的行為に関与する自信のなさ（讃美歌・礼拝等）」が課題となる場合もあるため，キリスト教保育
ならではの教育技術や，キリスト教保育の実践現場で働く保育者として知っておくべき事柄につい
て学ぶ場を検討する余地が示された． ₄点目に，多くのノンクリスチャンにとって，キリスト教保
育が神と保育者との交わりによって支えられていることに対する理解が得られにくいことが推察さ
れるため，『新キリスト教保育指針』を十分に理解し実践できる保育者となるための教育方法の工夫
が求められる．
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しかしながら，「 ₁，₂，₃年生の時にはキリスト教保育と言われてもピンと来なかったが，₄年
生になり，いろいろな実習を終えて自分の進路もさだまった時にキリスト教保育を振り返ると，キ
リスト教の良さを感じることができた気がする．」といった意見のように，信仰の有無にかかわらず，
キリスト教保育やキリスト教の精神を学び，その学びを保育者・教育者として生かしていきたいと
いう趣旨の記述は全体の ₇割以上に達し，多くの学生がキリスト教保育から何かしらの教育に対す
る視座を得ていたことは ₄年間の教育の成果であるといえよう．今回は本学科のキリスト教保育に
関する ₄年間の学びを検証し，本学のキリスト教保育の充実をはかることを目的に考察を進めたが，
今後はより豊かなキリスト教保育の学びに向けて多角的な視点からさらなる研究を進めていきたい．

注
₁ ）保拇養成科は，₁₉₀₈年 ₅ 月に保姆師範科に改称している．
₂）この調査は満₁₃歳から₂₉歳の男女₁₀₀₀人を対象に行われた調査である．
₃）広島女学院ゲーンス幼稚園の略．
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